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Abstract– 
This research focused on the act of tidying up, which is caused by owning things. 
Considered by investigation that when people tidying up, how perceive things and make 
a decision. In Study 1, field surveys were conducted on university students to observe 
the tidying up behavior in their home to clarify the criterion and method of tidying up. 
As a result, it was suggested that information, such as memories and experiences 
associated with the things, had a greater effect on decision-making than the functions 
and economic value of the things themselves. Based on this, in Study 2, an interview 
survey in middle-aged and older generations. As a result, it was suggested that the 
things and the memories about the things were separated and recognized. In the case of 
tidying up, it was found that by shifting from external control to internal control, things 
and person could be separated and organized. From these results, it’s conceivable that 
there are two types, people make a decision about the Locus of Control by depending on 
someone: “external control type” or themselves: “internal control type”. 
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第 2 章  
研究 1：フィールド調査 
 この章では，研究 1 として実施したフィールド調査について，目的・方法・結果・考察の
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本フィールド調査には，情報系大学に通う 4 年生 4 名（男性 2 名，女性 2 名）が参加した．
また，調査協力者には報酬を支払った．調査協力者の属性を表 1 に示す． 
 
表 1．調査協力者の属性 
ID 性別 年齢 かたづけに対する主観的評価 
info.1 女性 21 得意 
info.2 男性 21 不得意 
info.3 女性 21 不得意 
info.4 男性 21 どちらでもない 
2.2.2 日時と場所 
 本フィールド調査は，2019 年 6 月 17 日（月）から 7 月 3 日（水）にかけて実施した．調
査場所は，各調査協力者の自宅内である． 
2.2.3 手続き 
 本フィールド調査では，計 4 回の調査のうち，初回は調査実施者（筆者）のみで訪問し，
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るか？を回答してもらった．インタビュー中は，調査協力者との会話の流れから自然な質問
























メラ 1 台と三脚 1 台を使用した．加えて，衣服を選別している様子などをより詳細に映すた
めにハンディ型ビデオカメラ 1 台も使用した．また，前述したこんまりメソッドについて調
査協力者に説明できるよう説明動画と視聴用の端末を 1 台用意した． 
こんまりメソッドの説明動画について，具体的にどのようなものであったか詳細に記述す
る．調査協力者には，Netflix で公開されている「KonMari ~人生がときめく片付けの魔法~ 」
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ド 1 をすべて視聴すると約 50 分かかってしまう．そのため本フィールド調査では，動画の















3 KonMari ~人生がときめく片付けの魔法~ エピソード 1「Tidying With Toddlers」公開日：2019 年 1 月 1 日 
https://www.netflix.com/jp/title/80209379?tctx=0%2C0%2C71ad9a691225a65ec5a5b16976273aa809591a2c%3A1ec3d7919f
041c973a77a6f2dc9667b371ddfabd%2C%2C&trackId=13752289 
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タビューと事後インタビューの書き起こしデータを作成した．具体的に，書き起こした動画





フィールド調査の実施時間は，info.1 が 12:30 - 16:00，info.2 が 13:00 - 14:20，info.3 が 11:00 
- 12:30，info.4 が 14:00 - 15:30 であった． 
調査協力者の衣服の収納場所と方法，選別した衣服のアイテム数，判断の内訳，選別にか
かった合計時間の結果をそれぞれ表 2，図 4，図 5，図 6 に示す． 
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表 2．調査協力者の衣服の収納場所と方法 
ID 収納場所 収納方法 
info.1 クローゼット ・クローゼットに設置されているポールにかけて収納 
・クローゼットの中に設置してある収納ケースに畳んで収納 











 各調査協力者の衣服の収納場所に関しては，info.2 のみがハンガーラックであり，他 3 名
はクローゼットであった．収納場所の違いによって，収納方法にも違いがみられた．ハン







各調査協力者の選別したアイテム数は，info.1 から順に 147，44，72，112 アイテムであっ
た．インタビューアの観察結果より，info.1 と info.4 に関しては衣服に対しての興味・関心
が強く，info.2 と info.3 に関しては，比較的弱い印象であった．選別した衣服のアイテム数
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をみると info.1 と info.4 はともに 147，112 と 100 アイテムを超えているのに対し，info.2 と 

















残す 手放す 保留 その他
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各調査協力者の選別にかかった合計時間は，info.1 から順に 33 分 30 秒，10 分 23 秒，16
分 30 秒，26 分 30 秒であった． 
表 2，図 4，図 5，図 6 から総合的に解釈を行う．図 4 と図 6 から，すべての調査協力者に
おいて，アイテム数と判断にかかるまでの時間が対応しているため， 1 アイテムごとの平均
的な時間差は小さいことが明らかになった．以上をふまえ，各調査協力者の 1 アイテムごと
の平均時間を算出したところ，info.1 から順に約 23 秒，約 23 秒，約 23 秒，約 24 秒となり，
ほとんど差がみられなかった． 




ここからは項ごとに，事前インタビュー（第 1 段階）・かたづけ作業（第 2 段階）・事後イ
ンタビュー（第 3 段階）に分けそれぞれの結果を示す． 
2.3.1 事前インタビュー 
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表 3．事前インタビューにおける共通項目への回答（続き） 
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してた）」という反応を示していた，info.1 と info.4 に関しては，衣服を手に取った際，発話
の声が大きくなるなどの反応を示していた． 
また，今まで所有していたことを忘却していた衣服の存在に気付いたのは，info.2 を除く
3 名であるということが事例 1・2・3 より読み取れる．表 2 より info.2 は，衣服をハンガー
ラックにかけて収納しているため，自らが所有している量や種類を常に把握することができ
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---  ：で，クローゼットは車関係のが入ってある？ 
info.2：で，俺も前に部屋片づけようってなったときに，服がめんどくさいなって気付いて，外
に出したほうが見えるし． 
---  ：取り出しやすいし？みたいな． 
info.2：そう．  
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表 4．事後インタビューにおける共通項目への回答 




























































































Cognitive Mechanisms of Tidying Up 
18 
BA thesis, Future University Hakodate 
表 4．事後インタビューにおける共通項目への回答（続き） 
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表 6 と表 7 より，info.3 と info.4 に関しては，特定のメソッドによるかたづけの経験がな
いことが明らかになった． 
 また表 4 より，残す／手放すという判断基準が多様で複雑であることが示唆される．そこ
で，かたづけ作業における発話と事後インタビューの回答から比較的数多くあげられた判断
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ない効率的な情報空間をデザインしているということがいえる． 
また，事例 4 の「〇〇（サークルの友人）から『それ着てると，めっちゃババっぽい』み
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第 3 章  
研究 2：インタビュー調査 






研究 2 では，調査協力者 2 名を対象にインタビュー調査を実施した．当初は 1 対 1 でイン






調査協力者の属性としては，当初インタビューを予定していた 60 代女性 1 名と，当日参
加した 40 代女性 1 名である．また，調査協力者には粗品を進呈した． 
3.2.2 日時と場所 
 本インタビュー調査は，2019 年 11 月 25 日（月）17:00 – 18:00 にかけて実施した．調査場
所は，公立はこだて未来大学 324 研究室であった． 
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3.2.3 手続き 


























Cognitive Mechanisms of Tidying Up 
24 


































Cognitive Mechanisms of Tidying Up 
25 





































Cognitive Mechanisms of Tidying Up 
26 












Cognitive Mechanisms of Tidying Up 
27 



































Cognitive Mechanisms of Tidying Up 
28 




















Cognitive Mechanisms of Tidying Up 
29 
BA thesis, Future University Hakodate 
第 4 章  
おわりに 
 この章では，研究 1 と研究 2 の結果をふまえたうえで，Locus of Control の観点から総合的
な考察を行う．また，本研究において残存している課題を論述する． 
4.1 総合的な考察 
研究 1・研究 2 の概要 
本研究では，モノの所有に伴って生じるかたづけという行為に注目し，フィールド調査（研











Locus of Control（統制の所在） 
本研究の結果について Locus of Control（以下 LoC）という観点から考察を行うまえに，LoC
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 木下（2018）は「糖尿病患者の入院前後の LoC について比較を行った．その結果，多くの





















は，外的統制型であり，現在の自分を重視する info.2 や info.5 は，内的統制型であると考え
ることができる． 
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1 で示した「モノに対する行為と認識のモデル」をアップデートしたものを図 9 に示す． 
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